
・６年生の国語の授業において、児童に話す機会がありました。テーマは「座右の銘」、大切に 

 

  

『学校(園)の教育目標』 多様性を尊重し、自他のよさを認め合い、主体的に学ぶ東山の子 
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したい「言葉」の紹介でした。 

経験を踏まえながらということで、２つ紹介しまし

た。１点目は「努力は人を裏切らない」。大谷翔平

選手をはじめ、何かを成し遂げた人は、努力を積み

重ねてきた人。そして、積み重ねた努力は、いず

れ、どんな形にせよ、自分の「糧」になること。 

もうひとつは「なんとかなる」で、将来、辛い時、壁

にぶつかった時、思い出してほしいと。 

ただし、誤った使い方をしないように釘は刺しました。宿題忘れたけど「なんとかなるさ」とか、

目指す高校の合格点には、全く達していないけど、「なんとかなるさ」なんていうのは論外だよ

と。授業後の児童の感想には、①「なんとかなるさ」は、今まで「悪い意味」で使っていた。②テス

トに向けて、いつもより努力した時に、確かに成果があった、などがありました。聞く態度はとても

よかったです。 

 

  別府市中央公民館を会場に、開催されました。内容は代表校３校による実践発表及びグループ

討議でした。 

１ 亀川小学校 PTAは、学校行事、PTA のあいさつ運動及び執行部の組織について紹介。 

２ 別府中央小学校 PTA は、運動会練習における麦茶提供、PTA バザー、PTA 主催の不審者対

応研修、図書室の本の補修ボランティア、活動の見える化を図るためのＰＴＡ掲示板について紹

介。 

３ 鶴見台中学校 PTA は、活動を４つの柱『将来につながる活動』『心と体を支える活動』『安心・安

全を守る活動』『学校を楽しくする活動』を軸に行っているとのこと。 

それぞれの活動内容について「咲かせよう鶴見台花いっぱい活動」、「マナー検定」、「職業講

話」、「読み聞かせ活動」「給食試食会」「スマホ・ネットリテラシー講習」などを紹介。 

専門部をボランティア制に移行し、保護者の力が必要な時に参加を募る自主参加型の PTA 活

動に切り替えたとのこと。 

また PTA 規約を大幅に変更して、現状に即したものに変更したことも報告されました。 

グループ討議では、討議の柱はありましたが、私のグループでは、PTA 活動における悩み（役員

決め等）など、身近な話題で盛り上がりました。 


